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Ⅰ 入学者選抜要項 

 
 
１ アドミッションポリシー【入学者受入方針】 
 

本大学院博士後期課程では、次のような学生の入学を求めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 募集人員 

入学者の選抜は、８月入試と１月入試の２回実施する予定ですが、８月入試において定員に達した

場合は、１月入試を実施しないことがあります。 

研究科名 専攻名 課程名 
募集人員 

８月入試 １月入試 

看護学研究科 看護学専攻 博士後期課程 ３名 

 
 
 
３ 募集する分野の指導体制 

   

分 野 研究指導教員 

看護システム・ケア開発学 
伊豆上 智子 教 授 ＊ 
岡村 典子  教 授 ＊ 
堀江 正男  教 授 ＊ 

臨 床 実 践 看 護 開 発 学 

神田 清子  教 授 
石田 和子  教 授 
髙栁 智子  教 授 
樺澤 三奈子 准教授 ＊ 

次世代育成看護開発学 常盤 洋子  教 授 

地域包括ケア看護開発学 

小長谷 百絵 教 授 
谷本 千恵  教 授 
徐  淑子  准教授 ＊ 
高林 知佳子 教 授 ＊ 
永吉 雅人  准教授 ＊ 

＊は研究指導補助教員 

(1) 看護学を専攻する看護専門職として必要な教養と素養、倫理観を備えている。 

(2) 看護学に関連する基礎的な研究能力を有し、自立して研究に取り組む姿勢を備えている。 

(3) 看護学の充実・発展・革新を志向し、高度な専門的知識・技術と教育指導力を備えている。 

(4) 看護学研究者、看護管理者、看護学教員として職業活動に従事することを強く志望している。 

(5) 論理的思考と柔軟な発想をもち真理を探求できる。 

(6) これまでの看護実践や研究を通して取り組むべき研究課題を有している。 
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４ 出願資格 

 
出願資格は次の各号のいずれかに該当する者とします（令和７年３月 31日までに該当する見込み

の者を含みます）。 

(1) 修士の学位又は専門職学位を有する者 

(2) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門職学 

位に相当する学位を授与された者 

(4) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置 

づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位 

又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

(5) 外国の学校又は前号の指定を受けた教育施設の教育課程を履修し、大学院設置基準（昭和 49年 

文部省令第 28号）第 16条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位を有 

する者と同等以上の学力があると認められた者 

(6) 文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第 118 号） 

(7) 本学大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等 

以上の学力があると認めた者で、24歳に達した者 

 

※出願資格(6)(7)により出願しようとする者は、事前に本大学院の出願資格審査を受けることが

必要であり、出願資格「有」と認定された場合に限り出願可能とします。 

出願資格(6)(7)に係る「出願資格審査」の手続は、次の「５ 出願前の手続 (2)」により行っ

てください。 

 

５ 出願前の手続 

 

(1) 事前面談（対象者…出願する者全員） 
出願を希望する者は、当該年度の出願前に、入学後の研究等について指導を希望する分野に所

属する教員(以下、研究指導教員)と面談をし、志願票に研究指導教員による署名を必要とします

ので、早めに事前面談を済ませてください。また、事前面談の方法についてはご相談ください。

直接面談が難しい場合の教員署名は、出願書類を提出していただいた後、本学にて対応いたしま

す。 

なお、ご不明な点は、事務局教務学生課教務係（TEL 025-526-2811）へお問い合わせください。 

 
(2) 出願資格審査（対象者…２ページの「４ 出願資格(6)(7)により出願する者） 

上記「４ 出願資格(6)(7)」により出願する者は、出願前に個別の入学資格審査により認定

を受ける必要がありますので、出願資格審査の申請を必ずしてください。 
①  申請期間 

     【８月入試】令令和和６６年年７７月月 1122日日((金金))かからら７７月月 1199日日((金金))ままでで  

     【１月入試】令令和和６６年年 1111月月 2255日日((月月))かからら 1111月月 2299日日((金金))ままでで          

   ※※    申申請請受受付付期期限限はは最最終終日日のの午午後後５５時時（（必必着着））です。 

② 申請方法 

申請書類を一括して任意の封筒に入れ、郵送又は直接持参により手続きを行ってくださ 
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い。 
ア 郵送により出願する場合は、「簡易書留速達郵便」とし、郵送にかかる日数を十分考慮 

して発送してください（最終日の午後５時必着）。 

イ 直接持参の場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までとします（土・日曜

日及び祝日は受け付けません）。 
     ウ  申請先は、４ページの出願先と同じです。 

③ 申請書類 

 書 類※１ 作 成 方 法 等 

入学試験出願資格認定申請書  本学所定の様式に必要事項をもれなく記入して提出

してください。 

在籍期間証明書  本学所定の様式により、在籍した（している）全ての

施設（機関）の長による証明を受けて提出してください

（出願書類Ｅ票「経歴書」の履歴欄と一致すること）。 

卒業（修了）証明書 出身大学の卒業証明書又はそれに相当する課程修了

証明書もしくは学位授与証明書のいずれかを提出して

ください。 

免許証（状）の写し  看護師、保健師、助産師の資格のうち、取得している

全ての免許証（状）の写し（Ａ４サイズに縮小コピーし、

原本証明※２したもの）を提出してください。 

論文等研究成果 論文の場合は、公表された論文とし、全文（写し可)

及び要旨（本学所定の様式に 2000字程度）を提出して

ください（論文は単著又は共著の場合は筆頭著者である

こと）。 

論文以外の場合は、研究成果が客観的に明らかとなる

ものを提出してください。 

その他の証明書等 上記の提出書類で出願資格を確認できない場合は、各

機関が発行する証明書等、出願資格を確認できるものを

提出していただく場合があります。 

改姓等を証明する書類 

〈各種証明書と現在の氏名が不

一致の者のみ提出〉 

改姓等を証明する書類（戸籍抄本等）を提出してくだ

さい。 

審査結果通知用封筒(長３) 審査結果通知先の住所、氏名、郵便番号を明記し、簡

易書留相当額の切手を貼付してください。 

※１ 各種証明書は申請開始日より３ヶ月以内に取得したものを用意してください。 
※２ 原本証明とは、原本とその写しを一緒に保健所へ持参し、その写しに保健所職員の職

名・氏名で「原本の内容に相違ない」旨を直接記入（証明）されたものをいいます。 
④ 審査結果の通知 

審査結果は、郵送で本人あてに通知します。 
８月入試の場合は７月 26日（金）までに、１月入試の場合は 12月６日（金）までに通
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知が届かない場合は、教務学生課教務係（TEL 025-526-2811）までお問い合わせください。 
 なお、出願資格が認定された場合の有効期間は、当該年度のみです。 

６ 出願手続 

 
(1) 出願期間 

【８月入試】 令令和和６６年年７７月月 2299日日（（月月））かからら８８月月８８日日（（木木））ままでで  

【１月入試】 令令和和６６年年 1122月月９９日日（（月月））かからら 1122月月 2200日日（（金金））ままでで  

 
※ 出願受付期限は、最終日の午後５時（必着）です。郵送する場合は所要日数を十分考慮

して出願してください。 
 
(2) 出願方法 

   出願書類を一括して本学所定の出願用封筒に入れ、郵送又は直接持参により手続きを行ってく

ださい。 
   ① 郵送により出願する場合は、「簡易書留速達郵便」とし、郵送にかかる日数を十分考慮し

て発送してください（最終日の午後５時必着）。 

   ② 直接持参の場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までとします（土・日曜日及

び祝日は受け付けません）。 
 
(3) 出願先 

〒943-0147 新潟県上越市新南町 240番地 

新潟県立看護大学 教務学生課 教務係 

電話番号 025-526-2811 

 
(4) 入学考査料 

30,000円 
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(5) 出願書類 

   必ず本要項巻末の本学所定様式を使用してください。 
    

書    類 作  成  方  法  等 

Ａ票 志願票  必要事項をもれなく記入してください。 

  ※※事事前前面面談談をを行行っったた研研究究指指導導教教員員のの署署名名がが必必要要でですす。。 

Ｂ票 写真票  必要事項をもれなく記入してください。 

 写真（縦４㎝×横３㎝、上半身正面、無帽、無背景で出願前３

ヶ月以内に撮影したもの、白黒可）の裏面に氏名、生年月日を記

入の上、写真貼付欄にはがれないよう、全面のり付けしてくださ

い。 

Ｃ票 受験票 

Ｄ票 入学考査料 

納付確認票 

 必要事項をもれなく記入してください。 

 所定の欄に、金融機関（ゆうちょ銀行を除く）の収納印を受け

た「入学考査料納付証明書」を貼付してください。 

入学考査料 

30,000円 

 「振込依頼書（新潟県立看護大学入学考査料）・振込金及び手数

料領収書（志願者保存）・入学考査料納付証明書（大学提出用）」

に必要事項を記入し、定められた期間に、最寄りの金融機関（ゆ

うちょ銀行を除く）に持参し、窓口で振り込んでください。なお、

ＡＴＭ（現金自動預払機）は利用できません。 

 振込手数料は志願者本人の負担となります。 

 振り込み後、「振込金及び手数料領収書（志願者保存）」及び「入

学考査料納付証明書（大学提出用）」を受け取り、金融機関（ゆう

ちょ銀行を除く）の収納印が押印されていることを確認してくだ

さい。 

 依頼人氏名欄は、必ず志願者本人の氏名を記入してください。 

 

金融機関受付期間 

【８月入試】令令和和６６年年７７月月 2299日日（（月月））かからら８８月月８８日日（（木木））ままでで  

【１月入試】令令和和６６年年 1122月月９９日日（（月月））かからら 1122月月 2200日日（（金金））ままでで  

Ｅ票 経歴書  必要事項をもれなく記入してください。 

Ｆ票 志願理由書  必要事項をもれなく記入してください。 

Ｇ票 研究計画書  博士後期課程における研究の計画について記入してください。 

Ｈ票 業績調書  必要事項をもれなく記入してください。 

Ｉ票 長期履修 

申請書 

 必要事項をもれなく記入してください。 

※長期履修制度の適用を希望する場合のみ提出してください。 

※長期履修制度の詳細については、12ページの「３ 長期履修制度」

をご覧ください。 

Ｊ票 受験許可書  在職のまま就学しようとする者のみ、勤務先の長から許可を受

けてください。 

受験票返送封筒  受験票返送先の住所、氏名、郵便番号を明記し、簡易書留相当

額の切手を貼付してください（印刷してある「様」は消さないで

ください）。 次ページに続く 
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出願用封筒  住所、氏名等必要事項を記入し、「簡易書留速達郵便」で郵送又

は直接持参してください。 

 
本学所定の様式以外のもの。 

書    類 
〈 〉内は、当該書類の提出対象

者 
作  成  方  法  等 

修士の学位論文及び要旨 

〈出願資格(1)(2)(3)(4)に該当の者〉 

修士の学位論文の写し及びその要旨（2000字程度）

を提出してください。出願時点で修士課程在籍中の者に

ついては、出願時点で整えられるものを提出してくださ

い。 

 なお、修士の学位論文の要旨は、本冊子に添付の参考

様式「学位(修士)論文要旨」に基づき作成してください。 
修了（見込）証明書又は学位授与

（見込）証明書 
〈出願資格(1)(2)(3)(4)に該当の者〉 

 修了（見込）証明書は、出身大学の学長が作成したも

のを提出してください。 
 学位授与（見込）証明書は、授与された機関の発行し

たものを提出してください。 
 なお、出願時に見込証明を提出した場合は、本学入学

後に改めて証明書を提出していただきます。 
合格証明書 
〈出願資格(5)に該当の者〉 

 出身大学院が行った試験及び審査に合格した証明書

を提出してください。 
改姓等を証明する書類 

〈出願資格(1)(2)(3)(4)(5)に該当し、

各種証明書と現在の氏名が不一致の

者〉 

改姓等を証明する書類（戸籍抄本等）を提出してくだ

さい。 

※ ２ページの「４ 出願資格(6)(7)」に該当として本学の出願資格審査を受け、本学から出願

資格を有すると認定された者は、出願資格に関する証明書は提出済みです。 

 

（注１） 証明書は出願開始日より３ヶ月以内に取得したものを用意してください。 

（注２） 本学所定書類及び出願用封筒は、本冊子に添付しています。万一、落丁等がありまし 

たら４ページの（３）出願先へ連絡してください。 

 

 

(6) 出願上の注意事項 

  ① 出願書類が全て揃っていない場合には受付できませんので、出願の際には十分確認してくだ

さい。 

② 出願書類のＢ～Ｄ票は切り離さないでください。 

③ 出願受付後には、出願事項の変更は認められません。ただし、住所、氏名、電話番号に変更

があった場合には、出願先まで連絡してください。 

④ 入学を許可した後であっても、出願書類の記載事項と相違する事実が発見された場合、入学

の許可を取り消すことがあります。 

⑤ 試験日の５日前までに受験票が届かない場合には、出願先までお問い合わせください。 

⑥ 一度受付をした出願書類及び入学考査料は、返却いたしません。 

⑦ 記載方法等について、不明な点等がありましたら出願先までお問い合わせください。 
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７ 選抜方法等 

 
(1) 入学者選抜方法 

入学者の選抜は、学力検査（英語）、面接（口述試験）及び提出書類（修士論文及び研究計画

書等）により総合的に判定します。なお、面接（口述試験）においては、総合評価の得点が 90

点未満の場合は判定を否とします。 
 
(2) 試験期日・試験会場 

 試験期日 試験会場 

８月入試 令和６年８月 29日（木） 新潟県立看護大学 

（新潟県上越市新南町 240番地） １月入試 令和７年１月 30日（木） 

 

 

(3) 試験時間割 

試験科目 試験時間 

学力検査（英語） 9:00～10:30 

面接（口述試験） 10:45～(1人 30分程度) 

 
 
(4) 試験科目 

① 学力検査（英語） 
医療・看護関連の英文の読解 
※ 英和辞典１冊の持ち込み可（電子辞書は不可） 

② 面接（口述試験） 
現在に至る過程を通して修得した看護の学理、大学院で学びたい分野及び関心のある研究テ

ーマなど 
 
 
(5) 配点 

試験科目 配点 

学力検査（英語） 100点 

面接（口述試験） 150点 

 

 

(6) 受験上の注意事項 

① 試験会場へは午前 8 時 30分から入場できます。受受験験者者はは、、午午前前 88 時時 4455 分分ままででにに指指定定さされれたた

試試験験室室にに入入室室ししててくくだだささいい。。 
② 受験者本人以外は試験室には入室できません。 
③ 学力検査（英語）の試験開始後 20分以内の試験室入室に限り受験を認めますが、試験時間

の延長は認めません。 

④ 試験会場では、係員等の指示に従ってください。 

⑤ 当日は、「受験票」、「HBの黒鉛筆（シャープペンシル可）」、「消しゴム」を必ず持参してく 

ださい。 
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⑥ 学力検査時間中に使用を許可する物品は、「HBの黒鉛筆（シャープペンシル可）」、「消しゴム」、

「鉛筆削り」、「時計（計時機能のみのもの）」とします。学力検査については英和辞典１冊の

持ち込みを許可します。ただし、電子辞書、複数色及び多機能ボールペンの使用は不可としま

す。また、辞書の貸出は行いません。 

⑦ 試験時間内における受験者間の物品の貸借は一切認めません。 

⑧ 当日、受験票を忘れた者は、係員等の指示に従い、受験票の再交付を受けてください。また、

受験票は、入学手続の際に必要となりますので、試験後も大切に保管してください。 

⑨ 試験会場では携帯電話等の音の出る機器は必ず電源を切り、鞄等にしまってください。身に

つけたり、机の上に置くことは禁止します（時計として使用することも不可）。 

⑩ 試験会場では昼食の販売は行いませんので、各自で準備してください。 

⑪ 内履きは必要ありません。 

⑫ 試験会場及びその周辺で合格電報等の受付を行う者がいても、本学とは一切関係なく、トラ

ブル等が生じても責任を負えないので注意してください。 

 

 

８ 合格発表 

 
(1) 発表期日 

【８月入試】令令和和６６年年９９月月９９日日（（月月））午前 10時 

【１月入試】令令和和７７年年２２月月 1100日日（（月月））午前 10時 

 
(2) 発表方法 

新潟県立看護大学の正面玄関に合格者の受験番号を掲示するとともに、合格者に合格通知書

を送付します（不合格者には通知しません）。なお、電話による問い合わせには一切応じません。 
※ 発表後、準備ができ次第、本学のホームページに「合格者受験番号一覧表」を掲載する予

定です。 
 
 
９ 試験成績の開示 

 
(1) 開示の内容 

この試験の結果について、学力検査（英語）及び面接（口述試験）の合計得点及び順位の開

示を請求することができます。 
 
(2) 開示の手続 

受験者（本人に限ります）が受験票又は合格通知書を持参の上、開示場所にて口頭で開示請

求してください（電話等による請求では開示できません）。 
①  開示期間（合格発表の日から１ヶ月間） 

【８月入試】令令和和６６年年９９月月９９日日((月月))かからら 1100月月９９日日((水水))ままでで  

【１月入試】令令和和７７年年２２月月 1100日日((月月))かからら３３月月 1100日日((月月))ままでで  

土・日曜日及び祝日を除く午前９時から午後４時まで（ただし、正午から午後１時まで

は除く。） 
② 開示場所 

新潟県立看護大学 教務学生課教務係 
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Ⅱ 入学手続、初年度納付金 

 
 
１ 入学手続 

 
(1) 入学手続期間 

【８月入試】 令和６年９月 10 日(火)から９月 25 日(水)まで 

【１月入試】 令和７年２月 12 日(水)から２月 28 日(金)まで 
※ 入学手続期限は、最終日の午後５時（必着）です。郵送する場合は所要日数を十分

考慮して手続を行ってください。 
 
(2) 入学手続方法 

① 入学手続の際には、誓約書、保証書、受験票、写真（縦４㎝×横３㎝）等の書類が必要です

（入学手続の詳細については、合格通知書送付時にお知らせします）。 
また、出願時に見込証明書を提出した場合は、本学入学後に改めて修了証明書等を提出して

いただきます。 
②  手続書類の提出は、「簡易書留速達郵便」又は「直接持参」により行ってください。直接持参

の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までとし、土・日曜日及び祝日の受付は行いませ

ん。 
③ 入学手続を完了した者には、後日、その旨を通知します。 

 
(3) 入学手続先 

〒943-0147 新潟県上越市新南町 240番地 

新潟県立看護大学 教務学生課教務係 

電話番号 025-526-2811 

 
(4) 入学手続上の注意事項 

① 入学手続期間内に手続を完了しなかった者については、入学を辞退したものとして取り扱い

ます。 
② 入学料及び必要な書類が全て揃っていない場合には受付できませんので、書類提出の際には

十分確認してください。また、入学手続期間を過ぎて到着したものは、受付できませんので、

郵送の場合には、所要日数を十分に考慮して発送してください。 
③ 一度受付をした入学料及び入学手続書類は返却しません。 
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２ 初年度納付金 

 
(1) 入学料 

入学手続の際には、下記の入学料を納付する必要があります。 

区 分 金  額 備      考 

入 
 
 

学 
 
 

料 

新 

潟 

県 

内 

者 

282,000円 

次のいずれかに該当する者 

①  入学者本人が、令和６年１月１日から引き続き、新潟県 

内の市町村に住民登録されている者 

②  入学者の配偶者又は一親等の親族が、令和６年１月１日 

から引き続き、新潟県内の市町村に住民登録されている者 

そ 

の 

他 

564,000円 上記以外の者 

（（注注１１））  新新潟潟県県内内者者ににつついいててはは、、県県内内者者ででああるるここととをを確確認認すするるたためめ、、入入学学手手続続時時にに「「住住民民票票」」

等等のの証証明明書書類類をを提提出出ししてていいたただだききまますす。。  

（（注注２２））  上上記記入入学学料料のの金金額額はは、、令令和和６６年年４４月月１１日日現現在在ののももののでで、、入入学学料料のの改改定定がが行行わわれれたた場場

合合、、改改定定時時かからら新新ししいい入入学学料料のの額額をを適適用用ししまますす。。 

 
(2)  授業料 

区 分 金  額 備      考 

授 
 
 

業 
 
 

料 

修
業
年
限
３
年 

年額 535,800円 

前期分 ５月末までに納付 

後期分 11月末までに納付 

※ 年額を、２回に分けて納付するもの 

長
期
履
修 

長期履修制度を利用

する場合の授業料の

年額は、右欄の計算

式で求めた額 

授業料年額の計算式＝535,800円×標準履修期間 3年

÷長期履修年数（10円未満切り上げ） 

 

納付時期は上記と同じ 

（（注注１１））  長長期期履履修修をを希希望望すするる場場合合はは、、出出願願時時にに申申請請をを行行いい、、許許可可をを受受けけるるここととがが必必要要でですす。。

ななおお、、長長期期履履修修をを認認めめらられれたた期期間間をを超超ええてて在在学学すするる時時点点かからら、、「「修修業業年年限限３３年年」」のの金金

額額ととななりりまますす。。  

（（注注２２））  上上記記授授業業料料のの金金額額はは、、令令和和６６年年４４月月１１日日現現在在ののももののでで、、授授業業料料のの改改定定がが行行わわれれたた場場

合合、、改改定定時時かからら新新ししいい授授業業料料のの額額をを適適用用ししまますす。。 

 

(3)  その他の経費 

日本看護学校協議会共済会総合補償制度保険料、テキスト等購入費、論文作成経費（実費）な 
どが別途必要になります。 
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Ⅲ 本学研究科(博士後期課程)の特色 

 
 
１ 教育課程の編成方針【カリキュラムポリシー】 

 

以下を本研究科教育課程編成の基本方針としています。なお、授業科目は、共通科目、専門科目、

特別研究科目に分類しています。 

ア 質の高い看護を提供することに貢献する看護学研究者・教育者・管理者に必要な基礎的素養の涵

養にむけ、「看護学研究法Ⅰ」「看護学研究法Ⅱ」「看護学教育論」「保健医療福祉政策論」を必修の

共通科目として設定 

   本研究科の教育目的は、「修士課程を通して修得した能力を基盤に、研究を自律的に継続し、質

の高い看護を構築、提供するために、学術的基盤に基づく教育・研究・管理の立場から看護の機

能を発展させることに貢献できる人材を養成する」である。看護実践並びに看護学の発展に貢献

する看護学教育者・研究者・管理者の養成に研究・教育・管理の学術的基盤の形成は必須であり、

その基礎的素養を涵養するために「看護学研究法Ⅰ」「看護学研究法Ⅱ」「看護学教育論」の授業

科目を設定し、地域・病院の看護ケアシステムの変革を主導する看護プロフェッショナルの養成

に必要な授業科目として「保健医療福祉政策論」を設定した。 

 

イ 専門科目として、専門分野における実践の基盤となる理論と知識、実践と研究の課題、用いられ

る研究方法について追究し、学位論文への取り組みへ導く「特論科目」を設定 

本研究科の教育目標の一つに「看護の専門分野に存在する多様かつ複雑な問題の研究的解明と

その成果を適用しつつ、属する組織や地域を超えて多職種とも連携した研究活動を推進できる」

をあげている。本研究科では、教育研究の専門分野に「看護システム・ケア開発学」「臨床実践看

護開発学」「次世代育成看護開発学」「地域包括ケア看護開発学」を設け、専門科目に専門分野毎

に「特論科目」を設定した。選択必修科目として履修することにより、この教育目標を達成し、

学位論文の研究への取り組みを導く。 

 

ウ 学位論文の研究に早期から計画的に取り組むために、専攻分野毎に「看護学特別研究」を設定 

本課程において最終的な成果として学位論文を産出することがある。その成果を標準修業年限

の３年間で達成するためには、早期から計画的に取り組む必要がある。そのため、特別研究科目

に専門分野毎に「看護学特別研究」を６単位１～３年・通年で設定した。 

 

エ 教育の順序性に配慮しつつ年間を通して無理なく修学できる授業科目の配置 

授業科目の配置は、共通科目の「看護学研究法Ⅰ」「看護学研究法Ⅱ」は１年・前期に配置し、

「保健医療福祉政策論」は１年・前期と２年・前期、「看護学教育論」は１年・後期と２年・後期

に配置し、専門科目の特論科目は１年・通年として学生の修学状況に合わせて柔軟に時間割を設

定できるようにした。セメスター制は設けていないが教育の順序性に配慮しつつ年間を通して無

理なく修学できる配置としている。 
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２ 社会人の就学 

 
大学院設置基準第 14条では、教育方法の特例により夜間その他の特定の時間又は時期において授

業や研究指導を行うことができるとされています。 

本大学院では、社会人の方にも就学しやすい環境を提供するため、教育方法の特例を適用して授業

を行います。 

なお、在職のまま入学を予定している場合は、出願時に勤務先所属長から受験の許可を得て「受験

許可書」を提出してください（合格の場合、入学手続時に改めて勤務先の「就学承諾書」の提出が必

要となります）。 
 
 
３ 長期履修制度 

 
職業を有している等の事情により、標準修業年限の３年では大学院の教育課程の履修が困難な方に

ついては、修業年限を最長６年とする長期履修制度を設けています。 
この制度の適用を受けるには、次の（１）から（３）のいずれかに該当することが必要となります。 
なお、長期履修を認められた方が、当該期間の短縮を希望する場合、１回に限り短縮申請が可能で

す。 
(1) 職業（正規職員以外も含む）を有しており、標準修業年限での修了が困難なこと 
(2) 育児、長期介護等の事情があり、標準修業年限での修了が困難なこと 
(3) その他やむを得ない事情があり、標準修業年限での修了が困難なこと 
 
（注１） 長期履修を希望する場合は、出願時に申請を行い、許可を受けることが必要です。 

なお、入学後の申請は原則としてできませんので注意してください。 
（注２） 長期履修期間の延長はできません。 
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４　授業科目

授業科目
単
位

必修
・
選択

備考

看護学研究法Ⅰ 2 必修

看護学研究法Ⅱ 2 必修

保健医療福祉政策論 2 必修

看護学教育論 2 必修

看護システム・ケア開発学
看護システム・ケア開発学
特論

2 選択必修

臨床実践看護開発学 臨床実践看護開発学特論 2 選択必修

次世代育成看護開発学 次世代育成看護開発学特論 2 選択必修

地域包括ケア看護開発学
地域包括ケア看護開発学
特論

2 選択必修

看護学特別研究 6 必修特別研究

（修了要件）本研究科博士後期課程に３年以上在籍し、所定の単位（16 単位）を修得するとと
もに必要な研究指導を受け、研究計画審査及び倫理審査を経て、論文審査及び最終試験に合格
する必要がある。

分　野

共通科目

専門とす
る分野の
科目２単
位を選択

専
門
科
目

 13
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５ 授業科目の概要 
 

科目 

区分 
授業科目の名称 授業概要 

共 

通 

科 

目 

看護学研究法Ⅰ 

博士の学位を持つ看護専門職として、看護学研究の意義と研究能力獲

得の必然性を再確認するとともに、特に質的研究の遂行能力獲得に向

け、質的研究方法論各々とその特徴を理解するために必要な内容を学習

する。また、研究論文をクリティークする能力の獲得に向け必要な内容

を学習する。 

看護学研究法Ⅱ 

実証主義から発展し現象を記述・説明・予測・統制する量的研究手法

や、質的デザインと量的デザインを統合したミックスメソッドについ

て、理解を深める。加えて、研究する事象に即した測定ツール及び収集・

分析方法を信頼性・妥当性の側面から検討する。さらに、看護学研究者

として誠実で責任ある研究を推進していくために必要な研究倫理につ

いて探究する。これらにより、看護実践の質向上に資するエビデンスを

探究し実証するための知識・態度・技術を体系的に修得する。 

保健医療福祉政策論 

少子高齢化、経済の低成長、ヘルスケアニーズの複雑化・多様化等に

よって、わが国の社会保障制度及び保健医療福祉政策の変革が急務にな

っている。その現状と課題を明らかにするとともに、保健医療福祉のシ

ステム・政策が策定された歴史・背景、立案プロセスに関して理解を深

める。また、地域の保健医療福祉政策が地域社会と看護の現場に及ぼす

影響について分析し、政策・施策立案過程における看護職の役割、影響

を及ぼすための戦略について考察する。今後進展するとみられる地域包

括ケアシステム構築に対する看護の役割と機能、課題について検討す

る。 

看護学教育論 

  看護学教育３領域（看護基礎・卒後・継続教育）各々の特徴と質の高

い看護職者養成に向けて３領域が果たす役割とともに、看護学教育先進

国と日本の看護学教育の現状を比較し、課題を見いだす。また、看護学

教育３領域の基盤となる教育の理論と知識（a.教科の構造 b.教育目標

分類学 c.カリキュラム編成 d.授業計画立案 e.看護継続教育プロ

グラム）の理解を深める。さらに看護学研究指導に必要な知識と技術の

概要を理解する。 

 学生はこれらの学習を通して看護学教育３領域の基盤を修得すると

ともに、教育を牽引できる看護職者の具備すべき要件を検討できる。 
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科目区分 授業科目の名称 講義等の内容 

専

門

科

目 

看
護
シ
ス
テ
ム
・
ケ
ア
開
発
学 

看護システム・ケ

ア開発学特論 

 質の高い看護ケアを導く知識や技術，現在および将来のヘルスケアニ

ーズに対応したケアシステムの確立と発展にかかわる理論と知識につ

いて理解を深める。また、基礎看護学研究、看護教育学研究、看護管理

学研究から自己の研究課題にかかわる先行研究の精読と批評を通じて

具体的な研究方法論の理解を深め、新たな知見の確立が必要な研究領域

について展望する。 

 これらの学修を通じて、看護ケアおよびケアシステムの開発を担う看

護学領域の実践者、教育者、研究者としての素養を高める。 

臨
床
実
践
看
護
開
発
学 

臨床実践看護開発

学特論 

 成人期にある疾患と共に生きる患者やその家族の適応、セルフマネジ

メント向上に対する実践的で効果的なプログラムの開発と評価方法、測

定尺度の開発、サバイバーを支援する有効なシステム構築、障害を持つ

人々に応用できる先行研究に関する理解を深める。 

 がん看護学では、がん患者の治療選択、療養の場の選択の意思決定、

治療に伴う侵襲や副作用に対するセルフケアマネジメント、教育的介入

の効果、患者家族への支援ネットワークシステムの構築、終末期の QOL

を高める研究に関する研究方法について修得する。 

 成人看護学においては、疾病により生活の再構築を必要とする人々の

早期回復のための看護支援方法、再発予防および再燃予防に向けたセル

フマネジメントに関する研究方法を体系的に修得する。 

次
世
代
育
成
看
護
開
発
学 

次世代育成看護開

発学特論 

 母性各期と子ども及びその家族の持つ顕在的･潜在的な健康課題や問

題解決のために必要な理論や方法論･技法について、実証的に研究する

方法と実践に適用可能な研究方法を修得する。さらにリプロダクティ

ブ・ヘルスの関心領域における新たな看護モデル、援助方法の開発を提

案するため、系統的情報検索及び批判的吟味の能力、女性の健康のアセ

スメントと健康問題を同定し環境を含め分析する能力、EBMを踏まえた

看護実践開発及び看護研究にアプローチする能力を育成する。 

地
域
包
括
ケ
ア
看
護
開
発
学 

地域包括ケア看護

開発学特論 

 地域・在宅看護学、老年看護学、精神看護学領域の実践と研究に用い

られる概念や理論、研究法について学修する。研究の着想、構想、デザ

イン、計画書作成に至るプロセスを先行研究の文献検討や研究論文のク

リティークを通して、よい研究計画となり得ているか批判的に吟味、検

討する力を養う。 

 高齢者、精神障害者にも対応した地域包括ケアシステム構築の理念と

支援・サービス提供の成立ちについて見識を深め、関連する事業やケア

会議への参加を通して、保健・医療・福祉・介護の連携、住まい、社会

参加、地域の助け合い、普及啓発、人材育成等の課題を検討する。 
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科目 
区分 

授業科目の名称 講義等の内容 

特 

別 

研 

究 

看護学特別研究 

 
 本研究科は、看護学の発展に求められる新たな知識・技術の創造に資する研
究成果を産出することのできる人材育成に必要な科目として、看護学特別研
究を提供する。具体的には、専攻する領域において、個々の興味・関心に従い
これまでの学修成果を活用して研究課題の焦点化をはかり、研究方法を決定
し、研究計画書を作成する。研究計画に基づくデータ収集・分析、論文作成、
発表、評価に至るまでの一連の研究過程を通し、看護学研究の成果を創出・発
信する。また、研究者として自立して研究活動を行い、専門的な業務に従事す
るために必要な研究能力と看護専門職としての研究的態度を修得する。 
以下に、専門分野毎に指導教員が指導できる主な研究課題を列挙する。 

 
 
【看護システム・ケア開発学】 
伊豆上 智子 教授 
看護システム・ケア開発学分野の看護管理学を専攻した学生の特別研究指導
を行う。 
■主な研究課題 
(1)看護サービスのマネジメントに関する研究 
(2)看護に関わる情報の管理および活用に関する研究 
 
岡村 典子 教授 
看護システム・ケア開発学分野の基礎看護学を専攻した学生の特別研究指導
を行う。 
■主な研究課題 
(1)看護における人間関係に関する研究 
(2)看護におけるケア、及び看護技術に関する研究 
 
堀江 正男 教授 
看護システム・ケア開発学分野の基礎看護学を専攻した学生の特別研究指導
を行う。 
■主な研究課題 
(1)インターネット・ゲームの効果的な使用方法に関する生理学的研究 
(2)依存症に関する研究 
 
 
【臨床実践看護開発学】 
神田 清子 教授 
臨床実践看護開発学分野の成人・がん看護学を専攻した学生の特別研究指導
を行う。 
■主な研究課題 
(1)がん患者の症状マネジメントに関する介入研究 
(2)がんサバイバーの適応に関する心理・社会的尺度の開発 
(3)がん看護学の教育的支援に関する評価研究 
 
石田 和子 教授 
臨床実践看護開発学分野の成人・がん看護学を専攻した学生の特別研究指導
を行う。 
■主な研究課題 
(1)がん患者の症状緩和・心理的支援への効果的な看護介入 
(2)がん患者・家族の症状、精神・心理尺度の開発 
(3)がん患者・家族のケアニーズと支援システムの構築 
 
髙栁 智子 教授 
臨床実践看護開発学分野の成人・がん看護学を専攻した学生の特別研究指導
を行う。 
■主な研究課題 
(1)急性状況にある患者へのケア技術に関する研究 
(2)リハビリテーション看護の専門性に関する研究 
(3)看護援助技術における実証的研究 
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科目 
区分 

授業科目の名称 講義等の内容 

特 

別 

研 

究 

看護学特別研究 

樺澤 三奈子 准教授 
臨床実践看護開発学分野の成人・がん看護学を専攻した学生の特別研究指導
を行う。 
■主な研究課題 
(1)がん患者のセルフマネジメントを支援するための看護介入に関する研究 
(2)がん看護に携わる臨床看護師を支援するための教育に関する研究 
 
 
【次世代育成看護開発学】 
常盤 洋子 教授 
次世代育成看護開発学分野の母子看護学を専攻した学生の特別研究指導を行
う。 
■主な研究課題 
(1)母性意識の形成・発達と看護支援に関する研究 
(2)育児期の母親支援のプログラム開発とその評価に関する研究 
(3)母性看護学・助産学教育に関する研究 
 
 
【地域包括ケア看護開発学】 
小長谷 百絵 教授 
地域包括ケア看護開発学分野の老年看護学を専攻した学生の特別研究指導を
行う。 
■主な研究課題 
(1)高齢者の尊厳を守る看護支援に関する研究 
(2)家族の介護に関する研究 
 
谷本 千恵 教授 
地域包括ケア看護開発学分野の精神看護学を専攻した学生の特別研究指導を
行う。 
■主な研究課題 
(1)精神障害当事者や家族のピアサポートに関する研究 
(2)コミュニティメンタルヘルスシステムに関する研究 
(3)院内での患者自殺事故後のスタッフケア（ポストベンション）に関する研
究 

 
徐 淑子 准教授 
地域包括ケア看護開発学分野の精神看護学を専攻した学生の特別研究指導を
行う。 
■主な研究課題 
(1)健康現象および医療の社会・文化的背景に関連する研究 
(2)保健行動（予防的保健行動、病気対処行動、受療行動、求助行動等）につ
いての研究  

(3)アルコール・薬物依存症、HIV/AIDSのケア・サポートに関連する研究 
(4)ジェンダー、セクシュアリティに関連する研究 
 
高林 知佳子 教授 
地域包括ケア看護開発学分野の地域・在宅看護学を専攻した学生の特別研究
指導を行う。 
■主な研究課題 
(1)地域包括ケアシステムの構築に関する研究 
(2)地域の健康課題に関する研究 
(3)地域・在宅看護、公衆衛生看護に関する研究 
 
永吉 雅人 准教授 
地域包括ケア看護開発学分野の地域・在宅看護学を専攻した学生の特別研究
指導を行う。 
■主な研究課題 
(1)香害に関する研究 
(2)環境過敏症（化学物質過敏症、電磁過敏症等）に関する研究 
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Ⅳ その他 

 
 
１ 試験会場略図 

 
新潟県立看護大学 

① 所 在 地：新潟県上越市新南町 240番地 

② 交 通 案 内：えちごトキめき鉄道妙高はねうまライン「高田駅」下車、「高田駅前案内所」又

は「本町４丁目」から「上牧・宇津の俣行き」バス、又は「中央病院行き」バス

に乗車、「看護大学」下車、所要時間約 15分 
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２ 合格発表場所、入学手続場所案内図 
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３ 障害等を有する入学志願者の事前相談について 

 
 本学大学院に入学を志願する者で、障害を有する等、受験上又は修学上特別な配慮を必要とする者

は、以下により、本学へ電話連絡の上、関係書類を提出してください。 

 なお、必要な場合は、本学において志願者及び関係者等と面談を行うことがあります。 

 

 

１ 事前相談期間  

   【８月入試】令令和和６６年年７７月月 1122日日((金金))かからら７７月月 1199日日((金金))ままでで  

   【１月入試】令令和和６６年年 1111月月 2255日日((月月))かからら 1111月月 2299日日((金金))ままでで  

 

２ 提出書類 

 (1) 相談申請書（様式は任意とし、次の事項を記載してください） 

   ア 入学志願者の氏名、住所及び電話番号 

   イ 障害等の種類、程度 

   ウ 受験上又は修学上で特別な配慮を希望する事項 

   エ 出身学校・勤務先等でとられていた特別な配慮や措置 

 (2) 医師の診断書又は障害者手帳の写し等 

 

３ 提出・照会先 

   〒943-0147  新潟県上越市新南町 240番地 

   新潟県立看護大学 教務学生課教務係 

   電話 025-526-2811 
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新潟県立看護大学 
〒943-0147 新潟県上越市新南町２４０番地 

                  電 話 025-526-2811（代） 

                  F A X 025-526-2815 

                  E-mail kyoumu@niigata-cn.ac.jp 

       ホームページ URL https://www.niigata-cn.ac.jp/ 

 




